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ドレスト光子はナノメートル寸法の領域で電子や電子・正孔対と光子が結合して出来た準粒子で

あり,自由空間を伝搬する光とは本質的に異なる振る舞いを示す. またその性質が伝搬光を用いて

は実現できなかった様々な光デバイスの設計に活用されている [8]. その性質の数理的側面を研究

する事は大切であるが,その為に量子化された電磁場とナノ寸法の結晶中の電子等との相互作用を

記述する理論が必要である [1, 2]. 形式的には量子化された電磁場は無限個の調和振動子の集まり

の様に見えるが,そこには無限自由度の力学変数を持つ系の量子化を考えると現れる非同値な表現

達を考察する必要が現れ,具体的モデルを構築し,その解析を行う事と並行して作用素代数的考察

も重要になる [3, 4, 6, 7]. またドレスト光子の存在を直接観測す事は出来ず,伝搬光の散乱の様子か

らその様子を推測する必要性から,ミクロ・マクロ双対性の観点が鍵となる [6]. 本講演では電磁場

の作用素のつくる代数系の性質を調べ,そこから局在するという性質をどのように導く事が可能か

を検討する. 巨視的物質と電磁場に囲まれたナノ物質間のドレスト光子を介した相互作用は [5]に

より,湯川関数で与えられる有効ポテンシャルの形をしている事が示されている. 本講演では作用

素代数の観点からドレスト光子の有効相互作用の形について議論し, [5]との関連について,分かっ

た事を報告する.
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